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教育改革を進める学校づくりと評価における校長の在り方

分 科 ξきの趣 旨

校長は,変 化するur代 の潮流や近未来的な課

題 と教育の役割 を踏まえ,経 営方針を明確に し

て,教 育活動を展開 し,絶 えずその評価 と改善

を進めていかな ければな らな い。

知識基盤社会においては,学 びのイノベーショ

ンを可能 とす る教育が求め られる。学校は 「生

きる力」の育成を一層重視 し,次 代を担 う子 ど

もたちが変化や課題 に対応す る カや自立する11

を身に付け,人 間性 暇かな社会の形成者 として

た くま しく成長 して いくよ うに,新 たな知 を拓

く教育の創造に努めていく必要がある。校長は,

学校経営 力を磨き,学 校改善 に向けた強 い意志

と使命感 をもち,家 庭や地域 との連携を大切に

して信頼関係を構築 しなが ら,学 校経営 の改革

に取 り組 んでいくことが肝要である。

近年,学 校評価にお いては 自己評価とともに

学校関係 者評価が実施 され,さ らに第三者評価

の規定 も明示された。学校は経営や教育活動の

自律的 ・継続的な改善に努め.評 価をよ り実効

性のあるものとし,説 明責任を果たさなければ

な らない。そ して,連 携 ・参画の在 り方につい

て家庭や地域 ・関係機関と論議 し,共 通理解を

形成 して いくことが重要である。 また,人 事評

価にお いては,校 長は評価者として教職員への

適切な指導 と対話 を重ね.各 自の意識変革や能

力開発を促 し.個 々の人事評価が学校の紺織 全

体の成長発展につなが るように取 り組むことが

大切である。

本分科会では,教 育 を巡 る状況 と7ど もの未

来をしっか りと見据えた学校経営の在 り方につ

いて考 え,学 校評価 と人事評価 の二つをッール

とした組織マネジメン トの改善等を通 して,学

校 における教育の改革を着実に推 し進めていく

ための具体的方策を明 らかにす る。

リーヴーシ ツフの祖点

〔1)新 たな知 を拓 く資質 ・能力を育成する学校

経営改革の推進

変化の激 しい時代にあって,子 どもたちが

夢をもち,社 会的な自立を果た して いくため

に,「 生きる力」 の育成を基盤 とし,新 たな

知を拓き,人 間性豊かな 口本人の育成を図る

ことが求め られ ている。 そのためには,7ど

もたちが しなやかな知性 や豊かな創造性 を身

に付け,互 いの個性や絆 を大切にするように

なる教育が甫要である。

校長は新たな知を拓 く資質 ・能力の育成を

学校経営の佐に据 え,学 校の教育活動 全体 の

見直 しと教員の資質 ・能 力の向上のために不

断の努力を払 う必要がある。

このような視点から,子 どもの将来 を見据え

新たな知を拓 く資質 ・能 力を育成する教育を

創造するために学校経営改革を推進する上での

校長の果たすべき役割と指導性を究 明する。

〔2)学 校 づくり ・人づく りを確かにする学校評

価 ・人事評価の工夫

学校評価は,学 校 を取 り巻 く環境を見定め,

展望 をもったR標 を設定 し,実 践 を吟味 し,

経営改善 に活か していくものである。学校 関

係 者評価への保護者 ・地域の参画を通 して,

開かれた学校 としての信頼 を得 ることもまた

重要である。

人事評価は教職員が各 々の経験に応 じて,

その専門性や指導 力を高め,能 力を発揮で き

るよ うに活用 しなければな らな い。 また,教

職員の自己目標や評価結果を効果的 に活用 し

た学校経営の推進 も必 要となってくる。

このような視点か ら,学 校評価や人事評価

を学校経営に効 果的に活用 し,学 校づ くり ・

入づくりを推進するための校長の果たすべ き

役割 と指導性 を究明する。



"8分 科会 ■ 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 盲

研
究

発

表

組 織 を活 性 化 し,教 職 員 の 資 質 ・能 力 の 向上 を 図 る学 校 経 営

～校長会組織としての後志版教育プラン策定と評価・改善を通した学校づくり,人づくり～

後志地区 共和町立西陵小学校 山 崎 貴 志

顛睡 旨
学校 は,自 ユ三性 ・自律性 をもとに,教 育活動な ど

の成 果を検 証し,学 校運営の改善 と発展 をf指 して

いかなければな らな い。そのために校長 は時代の潮

流を読 み取 り,確 かな経営方針を もち学校改革 を進

める とともに,組 織 を活性 化 し,学 校力 を高めてい

くことが重要で ある。

平成17年 の中央教育審議会答 申 「我が国の高等教

育の将来像」 で示 された言葉で,21世 紀 は,い わゆ

る 「知識基盤社 会(knQwledge-basedsociety)」 の

時代であ ると述 べている。 「知識 基盤 社会」 とは,

1新 しい知識 ・情報 ・技術が政 治 ・経済 ・文化 をは

じめ社会 のあらゆる領域 での活動 の基盤 として飛躍

的に重要性 を増す社会」 であると定義 して いる。つ

ま り、幅広 い知識 と柔軟な思考 力による新 しい知や

価値 を創造す る能力が重視 されて いる。

この発想は,初 等 中等教育 に も導 人 され,「 学 習

指導要領等の改善について」 の中央教育審議会答 中

(平成20年1月17H)で は,『 知識基 盤社会』 の時

代 を担 う子 どもたちに必要な能力を 『主要能力(キ ー

コ ンピテ ンシー)』 として 「① 単なる知識だ けでな

く,② 技能や態度 を含む様 々な心理的 ・社会的 リソー

スを活用 して,③ 特 定の文脈 の中で複雑な課題に対

応す ることができる力」 とし,こ れは活動類型 とし

て①習得 した知識や技能 を②相互作用的 に活 用 し,

③探究活動 を通 して課題解決を図る ものと呼応する。

学習指導要領の改訂が行われ,文 部科学省の 「改正

の概要」 にお いて 「『知識基盤社会』 の時代 にお い

て ます ます重要 となる 『生きる力』 とい う理 念を継

承 し,ま た,『 生きる力』 を支 える 『確かな学 力』

『豊かな心』 『健やかな体』 の調和 を重視 した…」 と

述べている。 このよ うに,知 識基盤社会の教育では,

単 に知識 の量 を増やす のではな く,『 生きる 力』 の

育成 を基本理 念 として重視 して いる。

私たち校長 は,急 速 に変化す る時代にあって 「生

きる力」 の育成を根幹 として,教 育改革 に対応す る

学校づ く りと教育 の質 を高める評価 ・改善を力強 く

推 し進める リーダー シ ップ を 層 発揮 しなければな

らな い。

鵬 研究の噸
1後 志校長会の研 究(3年 次 目)

後志校 長会は,第13次 研 究(平 成23年 度 ～平成

25年 度)に お いて研 究 幸題 を 「豊か で確 かな学 び

をつ くりだす学校経営の改善 と充実」 と設定 し,ブ

ロ ック研究交流会,管 内研究 大会 を秋 に各1回 行 っ

ている。 これは[生 きる力」 の育成 を基底 とした子

どもの確かな学びに視点 を当て,心 豊か にた くま し

く主体的 に時代 を切 り拓 いていく子 どもを育ててい

くことを目指す ものである。管内4ブ ロックの研究

にお いては道小研究 との関連 を図 った研究領域(教

育課程,現 職教育 ・教職 員の資質向上,学 校 評価 ・

人事評価 家庭 ・地域 との連携)を 設定 し,小 巾共

通 の研究 を推進 している。

2平 成25年 から共通 して取 り組む学校改善

後1./G校長会では,管 内教育の 層 の向上 ・充実に

向け,学 力向Lを 目指 した後志版教育プランの共通

様式を定め,自 校の実態に即 した具体的な数値 目標

を設定するなど,各 学校の教育の質の向上と学校経

営の改善,教 職員の資質向上を図ってきた。 この教

育プランを積極的に活用 し,教 職員にも目標やスケ

ジュールなどを共有化させて見直しを行うなど,学

級経営や教科経営,人 事評価における白己目標 と関

連付けるなどの試行が行われている。

国 後志版教育万 ンの活用と鰭
これまでも学力向上にっいては各学校で学校改善

プランが作成され,授 業改善などをはじめとする教

育の質の向 ヒをN指 し,確 かな学力を育てる取組が

進められてきた。後志校長会では,昨 年度途中より

研修部が中心 となり学力向上を日指す 「後志版 ・教

育プラン」を作成 した。策定に至るまで関係機関 ・

団体などとの協議を重ね,統 一様式が提示された。

各校でプランの作成が行われ,4月 には新年度の学

校経営方針に基づく見直しが各校で行われている。

1管 内統一の改善を目指 した 「教育プラン」の策定

学校 は.児 童が将来社会 において白 、'五して生き

てい くために必要な1生 きる力」 を育む場である。

⑲
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そ のため に,確 かな学 力,豊 かな心,健 やかな体

など,知 徳体のバラ ンスのとれた教育活動が求め

られて いる。 とりわけ各学校 にお いては,全 国学

力学習状況調査な どの結 果を踏 まえて,学 力向L

のための学校改善プ ランを作成 し,確 かな学 力の

定着 を目指 して取組 の充実 を図 って いた。

しか し,学 校改善プランの実施や確かな学 力の

育成 に向 けた取組 にお いて,学 校間の温度差を解

消す ること,全 ての教職 員が 子どもたちに等 しく

確かな学 力を保障 しよ うとい う意識 をもって意 欲

的 に取 り組む ことな ど,解 決 しなければな らない

課題が見 られた こと も事実であ る。

そ こで各学校での学 力向上 に向けたプラ ン策定

が 円滑に行われ,そ の取組が一層充実 した ものに

な るよ うに 「後志版 ・教育 プ ラン」(後 志小 中学

校長会統一様式)を 作成 し,効 果的に学校 改善に

活用する取 組が進 め られて いる。

2.教 育プ ラン策定 によ って期待 される効果

○様式を統 一す ることによ って.校 長 ・教頭 ・教

職員が,ど この学校 に異動 して も.学 校課題や

実態を的確 に把握 し,実 践計画の立案 推進が

容易にな る。

○計画段階 か ら管内 各町村間,各 学校間で の差が

な くな り,後 志 の全ての子 どもに等 しく学 力を

保障す る ことがで きるよ うになる。
・共通 の実践項 口を設定する ことによ り,後 志

の課題 とな って いる項 目への共通 した取組が

可能 となる。

・日標f直を設定 し,検 証方法 達成へのスケジュー

ルを具体的 にする ことで,意 識的な取組が可

能 とな る。

3.項 目の設定

教育プランの設定項 目は「基礎基本」「学び方」「学

習状況」「家庭生活」「学校 課題」の5項 日である。

「基礎基本」は主に基 礎基 本の再定着や基礎某

本 の習fir,「 学び方」は授業改 善,「 学習状況」 は

身 に付 けるべ き学習習慣 や学習技能,「 家庭生活J

は家庭 との連携,「 学校課題」 は,自 校独 自の課

題 である。解決の方向が それぞれ に重点項 目とし

て記載 され,全 国学力学習状況調査やCRTな ど

か ら把握 された 自校の児童の実態 に即 して.目 標

値や検証方法が設定され る。

後志校長会研究プロ ジェク トで は,項 目 「学 び

方」 におけ る授業改善のポイ ン トを次のよ うにお

さえた。

(D課 題意識を もとに思考 し,課 題 を解決す る 屯

体的な学習活動を大切 にす る。

② 知的好奇心や課題意 識は,現 実の自然 ・社 会

との直接的な出会いを通 して形成されるものであ

り,体 験活動 を重視して教育課程に位置付ける。

131自 ら思考 する とは.課 題解決のため,子 ども

個々の知識 ・認 知の枠紺み を基盤に情報を操作

する ことであ り,既 得知識 の確認 と必 要な補充

指導は不 口∫欠である。

14)思 考は一・人で行 なう場合 もあるが,学 校の教

育活動では,友 人と共 同で行な うことが基本で

あ り,小 グループ学習 を行 うな ど,多 様な学び

は重要である。

(5)子 どもが獲得 した知識 を教師が体系的かつ正

確に理解 にさせ,活 用させ ることが大切である。

4.教 育課程改善 に向けた活用の実際

この取組は,学h向r.を 目指す ものであ り,学

校経営方針に墓つ いた項 日の 数値 目標を設定す る

な ど具体 的な目標 設定 とスケ ジュールが全教職員

に示される。

これ らは全教職 員で共通に理解 され,学 校と し

ての全体的なR標 設定 とともに,自 己 口標の学習

指導欄や学級経営 計画 にも反映 されるよ う指導助

言を行 う。 また,そ の検証は学校評価 と連動 させ,

保護者ア ンケー トや 児童ア ンケー ト項 口に設定 さ

せる とともに校内組織や分掌担 当を動か し,達 成

状況の把握や 日標 の修 正がスケ ジュールに示 され

る。 また,学 級経営評価や職 員評価 の中間面談な

どに も生かされ,教 育プ ランが見直され,教 育課

程の改善が 図られ る。

私た ち校 長は,「 知識 基盤 社会」へ の対応を カ

リキュラムの構成や情報環境 の整備 の面か ら,検

討 し推進 しな ければな らない。学校が家庭や社会

と連携 しなが ら,子 どもたちが 自 ら正 しい情報 と

行為を取捨選択で きる能 ノJを身に付 けさせ ること

が課題 とな る。そのために,教 育実践の効 果を検

証す るた めに,エ ビデ ンスに基 づく評価 ・改善サ

イクル を確立 し,組 織が一体 となった確固たる学

校経営 を推進 して いかなければ な らな い。

回 学絞評価 岬 評m工 夫
学校づ くり,人 づ くりを確か にす る 「学校評価」

「人事評価」の工 夫については,・ 昨年の研究 発表 ・

後志か らの提 言や.そ の後 の取組 につ いて管内全小

学校 に調査 を行った。

1後 志管内における学校評価の現状

学校には,ア カ ウンタビ リテ ィが求め られてお

り,何 に重点的に取 り組み,ど のよ うな結果 となっ

たのかを明確 に しなければ な らない、、だか らこそ,

組織 日標 ・課題 ・目標達成のためのプ ロセスが重

要 とな り,PDCAの マネジメント・サイクルで,

組織 的 ・継続的 に教 育活 動の改善を図ることが大

切である。そこで後志 管内において年間を通 じて学

校評価をどのように位置付けているのかを調査した。
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そ の結果,学 校評価 において 中間評価 によ る年

度途 中の改善 を行 って いる学校 が67%あ り,実 践

と評仙 の一体化を図った形成的評価 を行 うことの

有効性が管内 に広 が りを見せて きて いる。 年3同

の評価 を位置付 けている学校もあ り,2月 に診断,

8月 に形成,12月 に総括的な評価 を位置付 けてい

る。校内学 校評価委 員会や教務主任な どの校 内組

織 を活用 して,評 価項bの 策定や分析 ・考察 と改

善策 の共有 な どを行 って いる学校 は49%に とど

まって いる。学校評 価は教 育の質を高める機 会で

あり,一 層の教職員の参画 を進めなければならない。

管 内ニセ コ町 にお いては,実 効性 の高 い学校評

仙 ・情報提供 の充実改善 に向けた取組が始 ま り,

幼児セ ンター ・小学校 ・中学校 ・高等学校(町 立)

が ・貫 とな って取 り組む学校 評価 ガイ ドライ ンを

策定 した。共通の 目標 に向かってそれぞれの校種

が取 り組み,成 果や課題 を共有できるだけでな く,

学校改善や説明責任,保 護者 ・地域 との コミュニ

ケー シ ョンによる協力 と参画が 図 られ,教 育の質

の保証 ・向上を 日指す取組が進め られている。

2後 志管内における人事評価の現状

了どもや保護者,そ して地域か ら信頼され る学

校づ くりを進 めるには,そ の直接の担い手 である

教職 員の意欲 ・資質 の向上 を図る とともに,適 正

な校内人事管理 を行 い,学 校が活 力ある組織 とし

て総合力を発揮す ることが必要である。そ のため

に校長 は人事評価の機能 を生か し,経 営方針 に則

した具体 的な 白己目標の設定や 面談,日 常 の観察

において指導助言 し,人 材の育成 に努 めな ければ

な らない。

アンケー ト調査の結果,管 内全校が 目標設定時

に学校評価結果に基づ く経営方針の重点 に沿 って,

それぞれ の立場か らどのよ うに具体的 に取 り組む

か を設定 させて いる。 その際,校 長 として,よ り

具体的な数値 日標を設定す るな ど検証可能な 目標

となるよう指導助言 を している。面談 については,

年 間2回 設定が56%,3回 設定 が44%と な って

いる。面談のほかに授業観察 を通 して 目標達成 に

向 けた取組への励 まし,校 長が個別の評価 シー ト

を作成 し,取 組 の成果や教職 員の成長な どを積極

的 に伝 え教職 員の意欲化 を図 っている報告 も数多

くあった。調査結果よ り明 らか になった校長 の役

割 と基本姿勢 は次 の3点 である。

(1)教 職 員の成長 を保証する

学校 の教育 の質 を向上させるためには,教 職

員の成 長(育 成)が 必要不 可欠であることをと

らえ,一 年間 の教育活 動を 口標 を もって取 り組

むということは,学 校課題 への取組 を進める と

い うことで ある と同時 に そ れ を通 して 自らの

人間的な魅力 を大き くした り,指 導 力を向上 さ

せ るという成果がついて こな ければな らない。

それ を導 くための 日常 的な支援 と 「成長保証」

を校長 として行 わなければな らな い。

② 目標達成は協働 によるものという意識化 を図る

学習指 導や 生徒指導 は ・人で進めてい くもの

ではな く,多 くの教職 員や保護者な どと関わ り

なが ら,協 働 によって こそ達成 される ことを意

識 させ,具 体的な取組や方法 を明確 にさせる こ

とも校 長の責務で ある。

(3)目 標 の連鎖 を意識 させる

学校評価 との関連 にお いては,「 学校 経営 目

標」 と 「学校評価」 はそれぞれが 密接 に関わ っ

た ・体 のものであ り,口 標 の連鎖 を意識 させる

ことが教職 員個 々の資質能 力の向上 に結び付 く

ものにな る。即ち学校 評価項 目は 当然,学 校経

営 の重点 日標 との関連 の うえに設定 された もの

で あ り,こ れ を活用 させ,「 口標の連鎖」 を意

識 した 自己目標 とさせる、,
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私たち校 長は,学 校経営 を推進する上で評価 ・改

善のツール として学校評価 ・人事評価 を工夫 ・活用

す るだけでな く,様 々な教育活動 レベルでの 目標設

定 と取組 を 一貫 させな ければな らない。教職 員個 々

の力量を高め,学 校 の総体 としての力を向 トさせ る

ために同一のベ ク トル を向 く組織 の形成 に リーダー

シップを発揮す ることが重要である。

後志校長会では後志版学校プ ランを学 力向上の視

点 か ら策定 し,そ の活 用 と教職 員への浸透,そ して

進捗状況 による改善 を進めている。

【成 果】

「教 育プラン」については管 内統 一様式 とした

ことで校長が 人事異動 した際 にも同じ視点 ・項 目

で実態把握ができ,具 体 的な改善 に取 り組む こと

がで きる。

その実施 においては,校 長 のリーダー シップに

よ り学力向上委 員会や分掌部会な どの校 内組織 を

動か した り,教 頭やCRT担 当者な どに具体的 な

改善 に取 り組 ませ るな ど.課 題解 決に向けて活性

化 を図っている。

【課 題】

「教育プラン」 を生 きる力を育む学 校改 善を推

進する実効性 のあるプランとするため,豊 かな心や

健やかな体の育成の側 面も位置付 けるなど,学 校経

営方針 との関連 をr深 めていくことが大切である。

学校評価 は学校組織 としての実践 を検証 ・改善

してい く取組で あ り,人 事 評価 は教職 員個々の資

質能 力の向上 を目指 す取組 である。校長は学校 の

責任者 として評価 ・改善を学校づ く りや人づ くり

に牛かす とともに,こ の取組 を積極的 に発信 し,

保護者 ・地域に も理解 と協 力を得 る連携の架 け橋

として,子 どもの成 長につなげなければな らない。
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